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会社の特徴

事業・サービスの強み

【事業紹介】 「１日100食限定」がコンセプトの飲食店「国産牛ステーキ丼専門店 佰
食屋」「佰食屋すき焼き専科」「佰食屋肉寿司専科」の３店舗を京都市内で展開。

【会社所在地】 〒600-8019 京都市下京区船頭町187番地

「人」とは「①お客様」だけではなく、「②従業員」「③仕入れ業者」「④世界中の人（環境）」、「⑤会社
（法人）」と、関わる全ての人を指します。ランチ営業に絞ることで人件費と光熱水費削減、行列解
消のため整理券を配布、口コミの増加から宣伝広告費を削減することで安定した利益を確保す
ることができました。食材のロスや廃棄も無いため冷凍庫を置きません。更に夜の営業が無い
ため、全従業員残業無しで夕方に帰宅します！

佰食屋の「佰」に、
「人」を大切にするという意味を込めて

数ある業種の中で、特に飲食店は私生活と仕事を両立できる
会社が少ないと感じていました。飲食店には「長時間労働、低
賃金」「子どもの運動会や参観日に行けない」というマイナスな
イメージが定着し、慢性的な人手不足という状況でした。この
現状を打破するため、飲食店でも私生活と両立できる環境を
実現したいという強い想いから、飲食店の長時間労働を改善
することを目的とした１日100食限定の飲食店を考えました。

飲食店働き方革命
～シングルマザーや障害者・高齢者が
　働くことができる店～

毎日ランチに100人集客できる商品力にするため、徹底的に追求した「美味しい料理」を各店舗
3メニューのみに絞りました。メニューが3つしかないからこそ、質の高い国産牛を選定し、ミ
シュラン掲載店と同等の技術で作ることができ、ロスが無いからこそ定食1,100円という安価
にすることが出来ました。今やお客さまは国内のみならず、外国人観光客の割合は全体の4割を
占め、世界中から佰食屋を目指して来店されます。

徹底的に追求した「美味しさ」で、
世界中の人から愛されるお店へ

▲転職で私生活の変化を実感した従業員たち

▲営業時間は全店舗11時～15時のみ

1984年生まれ
2007年3月  　京都教育大学 教育学部 卒業
2007年4月  　学校法人大和学園 入社
2012年7月末  学校法人大和学園 退職

・平成27年度京都市真の「ワーク・ライフ・バランス」推進企業の特別賞
・第４回京都女性起業家賞の京都府知事賞（最優秀賞）
・第3回LED関西ファイナリスト過去最多賞受賞
・第4回京信・地域の起業家大賞最優秀賞
・第6回DBJ女性新ビジネスプランコンテストファイナリスト

3歳長女・ 1歳長男の２児の母。1歳長男は脳性麻痺で2017年6月に5週間の
親子入院を夫と共に経験。現在も自宅で１日3回のリハビリを続けている。

敵は己の中に在り【座右の銘】
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